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ムダむダムをスト■■t世●編ホ0会・2016年鷹需会のお知らせ

日 時 :2016年 6月 30日 (木)16時 ～

場 所 :栃木 県弁護 士会館  4F

内 容 :2015年 度活動報告 と会計報告

Zゲなダム"■‖″りι′デッ
2016年 2月 6日 (土 )栃本市栃本文化会館小ホールで開かれた

ムダなダムをス トップさせる栃木の会・思川開発事業を考える流域の会・市民オ

ンブズパーソン栃木の 3者共催の緊急 !!市 民集会

「思lll開発事業(南諄ダム)こ県市市町

～77(       だ｀

は 大成功  でした

この、 2月 6日 に栃本市で開かれた集会を契機 として、栃本市、下野市、壬生町

の上水道に思川開発事業に無理や り参加 させ られそ うな危機が迫つてお り、将来、

高くてマズイ水道水を買わされるかも・・ との認識がようや く当事者である栃本市

民の間にも認識 され始めたようでした。

この集会の後、栃本市内では新 しい市民団体 「思川開発事業と栃本市の水道水を

考える会」があらたに発足し、4月ヨ0日に編ホ市文化会館で 器急 F市民凛会「思 Ill

‖発事薫こ編ホ市の水道水 Jを開催 しました。集会には 70名 を超える栃本市民が参

加 しました。嶋津暉之さんの基調講演をはじめ、栃本市がこの事業に参加 した場合

に栃本市の水道水に与える影響 と経費試算等、各分野から報告がありました。「栃木

市の水道水を考える会」では、市議会での質問や市長 との面談等今後の運動をどう

進めていくか、話 し合っているとのことです。また、下野市でも、7日
=冒

日に初めて

の集会を開くなど、動きが出てきました。今後、栃本市、下野市での活動がどのよう

に発展 していく、のか分か りませんが、ムダなダムをス トップさせる栃木の会 として

協力できるところは協力 していきたいと考えます。
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また、福 田昭夫議員は、 4月 19日 の衆議院・ 国土交通委員会でも思川開発の問題 を全面

的に取 り上げ、石井国土交通大臣に対 して中止の判断を求めま した (議事録は衆議院 HPに掲

載 されています )。
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4月 23日 、栃木市か らの 10名 を含 め 34名 が参加 して、第 21回観察会が開かれま し

た。初めての参加者が多数 とい うことで、思川開発事業の全体像を理解す るためのコースを考

え、伊藤武晴・流域の会代表が要所で説明 しま した。 まず、県道か ら付替え道路の橋の部分を

見上げる第 1ポイン ト。次に笹の小路か らダム湖全体を見下ろす第 2ポイン ト。そ してメイ ン

の西之入の観察ルー ト。午後は希望者のみで したが粟沢ルー トも案内 しま した。昨秋の豪雨に

よつて西之入では橋が落ちた りしていま したが、南摩地域の春の自然 (19種の野鳥、 11種

の水生昆虫、 4種の蝶)を観察できま した。今後、本体工事が始まれば観察会の実施が危ぶま

れます。 しか し、現地に入れ る限 り自然観察会は継続 したい と考えていますので、観察会に参

加 を希望 され る方は、直前に事務局にお問合わせ くだ さるよ うお願ぃいた します。
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6月 30日 のムダなダムをス トップさせ

る栃木の会総会で、当面の活動の継続が決

定されれば、次回の事務局だよりに振込用

紙を同封 させていただきますので、会費納

入をどうかよろしくお願いします。
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会
 ゞ  丁EL:0289-63-1571

l   FA× :0289-63-1571

:  年会費 :3,000円


